
令和5年春開始接種

接種券の送付について

町の集団接種を実施します（令和5年春開始接種対象者限定）

オミクロン株対応２価ワクチンを接種した 12 歳以上の方で、前回接種から 3 か月以上経過する方に対して、４月
下旬より一斉に接種券を送付しています。

最新の情報は町ホームページでご確認ください。

町内医療機関
予約受付状況

集団接種予約
システム

新型コロナ
ワクチン接種

昭和 33 年 7 月 3 日生まれまでの 65 歳以上の方で令和 4 年 10 月以降の町の集団接種で接種を受けた方には、
日時を町で振り分け、集団接種決定通知ハガキを 5 月上旬から順次発送しています。

≪集団接種日程≫　使用予定ワクチン：モデルナ社オミクロン株 (BA4/5) 対応ワクチン
集団接種日 時間 会場

6 月   3 日㊏ 14時～17時30分 健康センター（高田郷）
6 月   4 日㊐ 8時45分～17時30分 健康センター（高田郷）
6 月 10 日㊏ 14時～17時30分 町民体育館（岡郷）
6 月 11 日㊐ 8時45分～17時30分 町民体育館（岡郷）
6 月 17 日㊏ 14時～17時30分 町民体育館（岡郷）
6 月 18 日㊐ 8時45分～17時30分 町民体育館（岡郷）
7 月   1 日㊏ 14時～17時30分 健康センター（高田郷）
7 月   2 日㊐ 8時45分～17時30分 健康センター（高田郷）

※予約状況により時間が変更になる可能性があります。

期間：５月８日から８月３１日まで（１人1回まで）
使用ワクチン：オミクロン株対応2価ワクチン（ファイザー・モデルナ）、武田社ワクチン（ノババックス）
接種対象者：初回接種（1･2回接種）を完了した以下の方
・65歳以上高齢者
・基礎疾患を有する方、その他重症化リスクが高いと医師が認める方（5～64歳）
・重症化リスクが高い方が集まる場所でサービスを提供する医療機関や高齢者
施設、障害者施設などの従事者

令和5年春開始接種の対象外となる方にも、一斉に接種券を送付しています
ので、令和5年春開始接種の対象者に該当されない方は、9月以降に始まる
令和5年秋開始接種まで接種券を大事に保管してください。

重要

新型コロナワクチン接種についてのお知らせ
□問新型コロナワクチン予防接種コールセンター　平日および集団接種実施日：9時～17時　

　☎050-3733-0956　FAX050-3819-8153　

接種費用

無 料
（全額公費）

12 歳以上で上記に該当しない方は、9月以降に始まる令和 5年秋開始接種まで接種できません。
※初回接種や乳幼児接種（生後6か月～4歳）、小児接種（5～11歳）は5月8日以降も引き続き接種可能です。

接種対象者が限定されていますので
ご注意ください！

●15 分毎に予約枠が設定されています。
● 65 歳以上の方を割振り後、キャンセルの

枠に、基礎疾患を有する方などの予約が可
能になります。
　集団接種をご希望の方は、集団接種予約
システムからのご予約、またはコールセン
ターへお電話ください。
　（予約開始予定日時：5月16日㊋ 9 時）
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子育て中の再就職希望者の求職活動を支援するた
め、一時預かりやファミリーサポートセンターの利
用促進など、ニーズに合った保育サービスの提供
に努めます。

子育て中に求職活動などをする
　　　　　　　   　   女性を支援します

長与町が行う主な取組み

料理教室や子育て教室などを開催し、性別を問わず、家事・育児・
介護への参画と技能の獲得・向上に努めます。 あらゆる暴力は、人権を著しく侵

害するものであり克服すべき重要
な課題です。そこで、相談窓口等
の周知を図ります。

家事・育児・介護への参画のための支援をします 女性等に対するあらゆる暴力の
根絶に向け啓発を行います

体操、絵本の読み聞かせ、絵本の内
容に沿った運動、工作・ゲームでお
父さんとの時間を楽しく過ごしま
した。工作・ゲームは、色とりどりの
画用紙を使ってたくさんの亀を製
作し、親亀・子亀・孫亀…とどれだ
け高く積み上げられるか、父子の
チームプレーを競いました。 ◀長与町その他

　相談先

以上の内容が掲載された計画を策定しました！

長与町第４次男女共同参画計画について

この計画は、住民参画による「長与町男女共同参画推進
委員会」の答申を踏まえ策定しました。

計画の全編につきましては、長与町のホームページに記載
していますのでそちらでご確認ください。

長与町第4次男女共同参画計画

お父さん！一緒に遊びま
しょう

ファミリーサポートセンターの託児の様子

長与町×イオンタウン【cocosukiながよ】
イオンタウンと協定を結び、イオンタウンの寄付金
により運営しています。イオンタウン管
理事務所で無料券をもらうと、2時間の
託児（ファミリーサポートセンター事業
の利用）が無料になります！

開催の一例
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行政コスト計算書および純資産変動計算書

資金収支計算書

（単位：百万円）

（単位：百万円）

概要

概要

　「行政コスト計算書」は、１年間の行政運営に係るコスト
のうち、人件費や福祉サービスなど資産形成に結びつかな
い行政サービスに要したコストを表したものです。
　また「純資産変動計算書」は純資産（過去の世代や国・
県が負担した将来返済しなくてよい財産）が年度中にどのよ

　１年間の資金の増減を、「業務活動収支」、「投資活動
収支」、「財務活動収支」に区分し表示したもので、どのよ
うな活動に資金が必要であったかを表したものです。

　令和３年度は6億円の資金が増加しており、期末資金残
高は45億円になりました。
　利払後基礎的財政収支はゼロ以上であれば公債（借金）
に依存しない財政運営が行われたと判断されるものです
が、令和３年度は5億円となっています。

項目 金額
（イ）業務活動収支（④−③ + ②−①） 2,683
　　　①業務支出 19,288
　　　②業務収入 22,012
　　　③臨時支出 42
　　　④臨時収入 1
（ロ）投資活動収支（②−①） ▲ 2,209
　　　①投資活動支出 3,841
　　　②投資活動収入 1,632
　　　　利払後基礎的財政収支（イ+ ロ） 474
（ハ）財務活動収支（②−①） 168
　　　①財務活動支出 1,633
　　　②財務活動収入 1,801
１　本年度資金収支額（イ+ロ +ハ） 642
２　前年度末資金残高 3,872
３　比例連結割合変更に伴う差額 0
４　本年度末資金残高（１+２） 4,514

うに増減したかを表示したものです。
　長与町では行政コストの発生とそれに伴う純資産の変動
との関係性をわかりやすく示すため、行政コスト計算書と純
資産変動計算書を結合した計算書を採用しています。
　令和３年度の行政コストの総額は213億円です。行政サー
ビスの利用に対する対価として町民の皆さんに負担いただ
いた使用料や手数料などの経常収益は16億円になります。
　行政コストの総額から経常収益を引き、これに臨時損失
と利益の差額を加えた純行政コストは198億円で、この不
足分は町税や地方交付税などの一般財源や国・県補助金で
まかなっています。
　純行政コストと財源に資産評価差額、無償所管替等を加
減した本年度純資産変動額は18億円であり、将来返済しな
くてよい財産が増加したことになります。

項目の説明

●経常費用
   ・人件費…職員給与や議員報酬など
   ・物件費…備品や消耗品、施設などの修繕に係る経費や事業

用資産の減価償却費など
   ・その他の業務費用…地方債、関係団体の借入金の償還利子

や徴収不能引当金繰入額など
   ・移転費用…町民への補助金や児童手当などの社会保障費など
●経常収益…公共施設を使用した際に徴収する使用料、証明

書の発行手数料など
●臨時損失…災害復旧事業費、資産の除売却損など臨時に発

生するもの
●臨時利益…資産の売却益など臨時に発生するもの
●財源
   ・税収など…町税や税の交付金、特別会計の保険料などの

収入など
   ・国県など補助金…国や県からの補助金収入
●資産評価差額…有価証券などの評価差額など
●無償所管替など…無償で譲渡または取得した固定資産の評

価額など

項目の説明

●業務支出…行政サービスを行う中で、毎年度継続的に支出
されるもの（人件費、物件費など）

●業務収入…行政サービスを行う中で、毎年度継続的に収入
されるもの（町税、保険料、使用料など）

●臨時支出…行政サービスを行う中で、臨時的に支出される
もの（災害復旧事業費など）

●臨時収入…臨時的に収入されるもの（資産の売却収入など）
●投資活動支出…公共施設や道路整備などの資産形成、投資や

貸付金などの金融資産形成に支出したもの
●投資活動収入…公共施設の資産形成の財源に充てられた補助

金収入、土地などの固定資産の売却収入など
●財務活動支出…地方債や借入金などの元本の償還
●財務活動収入…地方債や借入金の収入

項目 金額
１　経常費用　計（行政コスト総額） 21,334
　　①人件費 2,394
　　②物件費 5,263
　　③その他の業務費用 285
　　④移転費用 13,392
　　　補助金など 4,301
　　　社会保障給付 9,090
　　　他会計への繰出金 0
　　　その他の移転費用 1
２　経常収益 1,615
３　臨時損失 94
４　臨時利益 1

純行政コスト 19,812
５　財源（経常費用－経常収益） 21,433
　　①税収など 11,488
　　②国県など補助金 9,945

本年度差額 1,621
６　資産評価差額 0
７　無償所管替など 111
８　その他の純資産変動額 83

本年度純資産変動額 1,815
前年度純資産変動額 46,559
本年度末純資産残高 48,374
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令和３年度
財務書類の概要
□問 財政課　☎ 801-5783

　財政の全容を正確に把握し、財政の健全化を図るた
め、地方公共団体は総務省通知に基づき民間企業の手法
を応用した財務書類を作成し公表しています。
　このたび、本町において「統一的な基準」により令和３
年度決算における財務書類を作成しましたので、その概
要をお知らせします。

貸借対照表

※数値は下記に示す町のすべての会計の合計です。
　四捨五入しているため一致しない部分があります。

※財務書類は町ホームページでもご覧いただけます。
【町政】→【行政・財政】→【財政状況】→【財務書類】

・一般会計
・駐車場事業特別会計
・土地区画整理事業特別会計
・国民健康保険特別会計
・介護保険特別会計 ( 保険事業勘定 )
・介護保険特別会計（サービス事業勘定）
・後期高齢者医療特別会計
・水道事業
・下水道事業

（単位：百万円）
資産の部 負債の部

項目 金額 項目 金額
[1] 固定資産 66,227 [1] 固定負債 22,030
(1) 有形固定資産 61,253 　   ①地方債など 15,764
　   ①事業用資産 19,642    　②退職手当引当金 524
　   ②インフラ資産 38,889 　   ③その他 5,742
　   ③物品 2,722 [2] 流動負債 2,261

(2) 無形固定資産 254 　   ① 1 年以内償還
　   　予定地方債など 1,549

(3) 投資その他の資産 4,720 　   ②未払金 239
　   ①投資および出資金 45 　   ③その他 473
　   ②長期延滞債権 160
　   ③基金 4,510
　   ④徴収不能引当金 ▲ 12
　   ⑤その他 17
[2] 流動資産 6,438
　   ①現金預金 4,840
　   ②未収金 110 負債の部合計 24,291
　   ③財政調整基金など 1,482
　   ④徴収不能引当金 ▲ 1 純資産の部
　   ⑤その他 7 純資産の部合計 48,374

資産の部合計 72,665 負債・純資産の部合計 72,665

概要

　令和４年３月31日現在に保有する資産、負債、純資産を表
したものです。町ではこれまでに727億円の資産を形成して
きており、そのうち、純資産である484億円については、これ
までの世代の負担で支払いが済んでおり、負債である243億
円について、これからの世代が負担していくことになります。

項目の説明

●固定資産
   ・事業用資産…庁舎や学校など
   ・インフラ資産…道路や河川など
   ・物品…器具備品や機械装置など
   ・無形固定資産…ソフトウェアなど

・長期延滞債権…回収期限到来後１年を経過した税などの未
収金や貸付金など

   ・基金…特定の目的のために積み立てた資産　
・徴収不能引当金…長期延滞債権などに対して徴収不能とみ

られる金額を見積り引当てた金額
●流動資産
   ・未収金…回収期限到来後１年を経過していない税や使用料

など
   ・財政調整基金など…財政調整基金や１年以内に地方債の償還

に充てられる減債基金
●固定負債
   ・地方債など…地方債・借入金残高のうち翌年度償還額を除い

た残高
   ・退職手当引当金…将来の退職者に対し給付すべきこととな

る退職金の引当額
●流動負債
   ・１年以内償還予定地方債など…地方債・借入金残高のうち翌

年度償還予定額
   ・未払金…企業会計団体の財貨または用役の提供を受けたが

支払いが済んでいない残高
●純資産…これまでの世代が負担して蓄積された資産

＜財務書類の対象となる会計＞
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行政コスト計算書および純資産変動計算書

資金収支計算書

（単位：百万円）

（単位：百万円）

概要

概要

　「行政コスト計算書」は、１年間の行政運営に係るコスト
のうち、人件費や福祉サービスなど資産形成に結びつかな
い行政サービスに要したコストを表したものです。
　また「純資産変動計算書」は純資産（過去の世代や国・
県が負担した将来返済しなくてよい財産）が年度中にどのよ

　１年間の資金の増減を、「業務活動収支」、「投資活動
収支」、「財務活動収支」に区分し表示したもので、どのよ
うな活動に資金が必要であったかを表したものです。

　令和３年度は6億円の資金が増加しており、期末資金残
高は45億円になりました。
　利払後基礎的財政収支はゼロ以上であれば公債（借金）
に依存しない財政運営が行われたと判断されるものです
が、令和３年度は5億円となっています。

項目 金額
（イ）業務活動収支（④−③ + ②−①） 2,683
　　　①業務支出 19,288
　　　②業務収入 22,012
　　　③臨時支出 42
　　　④臨時収入 1
（ロ）投資活動収支（②−①） ▲ 2,209
　　　①投資活動支出 3,841
　　　②投資活動収入 1,632
　　　　利払後基礎的財政収支（イ+ ロ） 474
（ハ）財務活動収支（②−①） 168
　　　①財務活動支出 1,633
　　　②財務活動収入 1,801
１　本年度資金収支額（イ+ロ +ハ） 642
２　前年度末資金残高 3,872
３　比例連結割合変更に伴う差額 0
４　本年度末資金残高（１+２） 4,514

うに増減したかを表示したものです。
　長与町では行政コストの発生とそれに伴う純資産の変動
との関係性をわかりやすく示すため、行政コスト計算書と純
資産変動計算書を結合した計算書を採用しています。
　令和３年度の行政コストの総額は213億円です。行政サー
ビスの利用に対する対価として町民の皆さんに負担いただ
いた使用料や手数料などの経常収益は16億円になります。
　行政コストの総額から経常収益を引き、これに臨時損失
と利益の差額を加えた純行政コストは198億円で、この不
足分は町税や地方交付税などの一般財源や国・県補助金で
まかなっています。
　純行政コストと財源に資産評価差額、無償所管替等を加
減した本年度純資産変動額は18億円であり、将来返済しな
くてよい財産が増加したことになります。

項目の説明

●経常費用
   ・人件費…職員給与や議員報酬など
   ・物件費…備品や消耗品、施設などの修繕に係る経費や事業

用資産の減価償却費など
   ・その他の業務費用…地方債、関係団体の借入金の償還利子

や徴収不能引当金繰入額など
   ・移転費用…町民への補助金や児童手当などの社会保障費など
●経常収益…公共施設を使用した際に徴収する使用料、証明

書の発行手数料など
●臨時損失…災害復旧事業費、資産の除売却損など臨時に発

生するもの
●臨時利益…資産の売却益など臨時に発生するもの
●財源
   ・税収など…町税や税の交付金、特別会計の保険料などの

収入など
   ・国県など補助金…国や県からの補助金収入
●資産評価差額…有価証券などの評価差額など
●無償所管替など…無償で譲渡または取得した固定資産の評
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項目の説明

●業務支出…行政サービスを行う中で、毎年度継続的に支出
されるもの（人件費、物件費など）

●業務収入…行政サービスを行う中で、毎年度継続的に収入
されるもの（町税、保険料、使用料など）

●臨時支出…行政サービスを行う中で、臨時的に支出される
もの（災害復旧事業費など）
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　　　その他の移転費用 1
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本年度純資産変動額 1,815
前年度純資産変動額 46,559
本年度末純資産残高 48,374
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令和３年度
財務書類の概要
□問 財政課　☎ 801-5783

　財政の全容を正確に把握し、財政の健全化を図るた
め、地方公共団体は総務省通知に基づき民間企業の手法
を応用した財務書類を作成し公表しています。
　このたび、本町において「統一的な基準」により令和３
年度決算における財務書類を作成しましたので、その概
要をお知らせします。

貸借対照表

※数値は下記に示す町のすべての会計の合計です。
　四捨五入しているため一致しない部分があります。

※財務書類は町ホームページでもご覧いただけます。
【町政】→【行政・財政】→【財政状況】→【財務書類】

・一般会計
・駐車場事業特別会計
・土地区画整理事業特別会計
・国民健康保険特別会計
・介護保険特別会計 ( 保険事業勘定 )
・介護保険特別会計（サービス事業勘定）
・後期高齢者医療特別会計
・水道事業
・下水道事業

（単位：百万円）
資産の部 負債の部

項目 金額 項目 金額
[1] 固定資産 66,227 [1] 固定負債 22,030
(1) 有形固定資産 61,253 　   ①地方債など 15,764
　   ①事業用資産 19,642    　②退職手当引当金 524
　   ②インフラ資産 38,889 　   ③その他 5,742
　   ③物品 2,722 [2] 流動負債 2,261

(2) 無形固定資産 254 　   ① 1 年以内償還
　   　予定地方債など 1,549

(3) 投資その他の資産 4,720 　   ②未払金 239
　   ①投資および出資金 45 　   ③その他 473
　   ②長期延滞債権 160
　   ③基金 4,510
　   ④徴収不能引当金 ▲ 12
　   ⑤その他 17
[2] 流動資産 6,438
　   ①現金預金 4,840
　   ②未収金 110 負債の部合計 24,291
　   ③財政調整基金など 1,482
　   ④徴収不能引当金 ▲ 1 純資産の部
　   ⑤その他 7 純資産の部合計 48,374

資産の部合計 72,665 負債・純資産の部合計 72,665

概要

　令和４年３月31日現在に保有する資産、負債、純資産を表
したものです。町ではこれまでに727億円の資産を形成して
きており、そのうち、純資産である484億円については、これ
までの世代の負担で支払いが済んでおり、負債である243億
円について、これからの世代が負担していくことになります。
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＜財務書類の対象となる会計＞
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メディア理解にもとづく共感の場の
可視化に関する研究
情報システム学部 情報システム学科
前村　葉子　講師

　感情の計算手法(Affective Computing AC)に関
する研究が注目されています。ヒトの感情推定につい
ては表情認識、音声認識、ボディのポーズ、生体信号な
どから体験者本人の感情を推定する研究が進められ、
近年では体験者を観測対象とした観測者個人がどの
ように感じるのかという「共感」を扱うこともできるよう
になってきています。共感が人々の社会生活の基盤で
あることを考えると、共感の感情モデルの構築および
様々な場面での検証は重要な研究課題となります。
　ヒトの感情の獲得方法は種々あり、ACでは機械学
習が感情推定の基本となっています。何らかの体験を
外部要因として生起されるものとした場合には、感情
体験者の生体反応、行動、認知的評価(知能検査、性格
診断など)から得られたデータをもちいて主観感情を
推定する問題とすることが多く、大量の機械学習用の
データが必要とされることから画像、動画、音声、テキ
ストなどの各種マルチメディアにおけるデータセットや
コーパスの開発が活発に行われています。

　我々の研究室では共感の計算モデル構築と検証に
関心を持っており、そこに向けてまず計算に必要な変
数群を確認すべく「共感の場」の可視化を試みていま
す。共感の場の形成には、媒介(メディア)が必要となり
ますので、対象素材となるメディアの理解にもとづき
実験を計画する必要があります。今年の卒業研究では
紙芝居上演映像を対象としました。ゼミでは紙芝居の
特性や演じ方について理解したうえで、紙芝居上演の
共感の場をモデル化しました(図1)。視聴者の視線特
性は演者と舞台に集中していることを確認しました(図
2)。そこで今回は演者のアイコンタクト動作、視聴者の
視線および紙芝居の各場面に対する視聴者の主観感
情を時系列で可視化しました。次のステップとして得ら
れた時系列データをもとに視聴者の個人差をみていく
予定です。

長与町に立地する長崎県立大学シーボルト校。
すぐ近くの大学でどのような研究が行われている
かをシリーズで紹介していきます。

図1：紙芝居上演の場。矢印により観客・演者・舞台間の作用
を示している。

図2：視線の分布（赤は視線が長く停留している箇所）
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　長与町ファミリーサポートセンターはイオンタウン株式会社と協定
を締結しました。同協定に基づき子育て支援事業「cocosuki ながよ」
の運営を継続して行っていきます。この事業は、イオンタウン株式会
社からの寄付金をもとにファミリーサポートセンターの託児利用料を
補助するものです。
　イオンタウンは全国 154か所のショッピングセンターがありますが、
ファミリーサポートセンター事業の協定締結は長与町のみとなります。
　今後、未来を担うこどもの育成のために子育て支援を一緒に推進
していきます。

　長年の民生委員児童委員活動において、社会
福祉の増進に貢献されたとして受賞されました。
　上嶌さんは、日当野地区の民生委員児童委員
として、21年にわたり活動され、地域の見守り
や相談・支援にご尽力いただきました。受賞おめ
でとうございます。

　４月14日、台北駐福岡経済文化弁事処（駐福
岡台湾総領事館）の陳銘俊処長（総領事）が本
町を表敬訪問されました。出迎えた吉田町長は
「台湾の方は、すごく親切な方が多い。」と歓迎
の挨拶。これに対し陳銘俊処長は「台湾と日本は、
お互いに助け合っており、緊密な関係を築いて
いる。特に、九州・山口と関係が深く、今後益々
の友好交流を深めていきたい。」と、笑顔で述べ
られ有意義なひとときを過ごしました。

　長与町図書館友の会様より、展示用パネルな
ど、備品を寄贈していただきました。長与町図
書館友の会様は、現図書館が開館して間もな
い頃から、図書館活動にご協力いただきました
が、令和４年度末をもちまして、活動を終えら
れました。これまでのご協力に感謝申し上げま
す。備品などにつきましては、図書館まつりな
どに活用させていただきます。本当にありがと
うございました。

　役場３階に犯罪被害者支援寄付型自動販売
機を設置しました。売上金の一部が犯罪被害
に遭われた方々の支援に活用されます。

イオンタウン株式会社と「ファミリーサポートセンター事業実施協定」を
締結しました！

厚生労働大臣特別表彰受賞
元民生委員児童委員　上嶌カヲル様

駐福岡台湾総領事が表敬訪問

ご寄贈ありがとうございました

犯罪被害者支援寄付型自動販売機
を設置しました
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